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これまでの通信
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☆岩沼の古墳時代とは…？
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☆「引込横穴墓群」 土ケ崎４丁目

☆「北原遺跡」　　長岡字北原

☆「長塚古墳」　長岡字台

☆「北原遺跡」 の住居跡

　　　　　　＊竪穴住居

　　地面に穴を掘り、 柱を

　　立てて屋根をかけた住居

☆「かめ塚古墳」　　亀塚

　　今回の通信では、 古墳時代 （３世紀おわり～７世紀おわり　＊約１8００年前から約４００年の間） の岩沼を

紹介します。 「古墳」 とは有力者のお墓であると考えられており、 種類や形も様々です。 その他、 この時代の

岩沼の生活の特徴を、 遺跡などを通してお伝えします。

　市の中央のあたりに多い

　ですね。 詳しくは、 下の

　写真を見てください！

丘や山の斜面に穴を掘り、 その

中に人間を埋そうしたお墓です。

＊穴の中は下の写真のように

　　なっています。

土を盛って周りよりも高くし

たお墓です。 上から見ると

カギ穴のような形をしており、

前方後円墳といいます。

地域の有力者のお墓である

と考えられており、 日本全国

に約４７００基あると言われて

います。

古墳時代から平安時代にかけて人々が集団で生活した

集落の跡が見つかりました。 中でも古墳時代の住居

（竪穴住居） の跡が多く、 広範囲に住居跡が重なるよ

うに見つかりました。 近くにも同じ頃の住居跡が見つ

かっており、 この辺り一帯が大規模な集落であったこと

が分かりました。 写真のような土器 （土師器） も見つ

かっています。

前方後円墳と同じように土を盛って周りよりも高くしたお墓です。 写真のように

丸い形に仕上げており、 円墳といいます。 前方後円墳よりは規模が小さいです

が、 日本の古墳の種類では一番多い形です。

☆次回は古墳を種類ごとに分けて、 デザインやどのような所に

　　多くつくられたのかなど特徴を紹介していきます。

　　古墳や、 横穴墓群

　　＊熊野遺跡

　　＊かめ塚古墳

　　＊北原遺跡

　　＊引込横穴墓群

　　＊長塚古墳　　集落跡　　＊図の場所以外にもあります


